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１） 事 業 者 名 有限会社世和土木

２） 代 表 者 氏 名 代表取締役　見世　福治

３） 所 在 地 本　社：静岡県三島市大場1086-429

作業所：静岡県御殿場市二子458

４） 事 業 活 動 土木一式工事業：土木、とび・土工、ほ装、産業廃棄物収集運搬

５） 従 業 員 数 17名

６） 環境管理責任者　 見世　浩美

連絡担当者 荒尾　純子

７） 連 絡 先 TEL　055-971-4097

FAX　005-981-3431

（E-MAIL：seiwadoboku@rhythm.ocn.ne.jp)

８） 建 設 業 許 可

建設業

　　静岡県知事許可　（搬-26）　第25526号

産業廃棄物収集・運搬

　　第02201143067号

・ 許可 の 年 月 日：平成30年7月7日

・ 許可の有効年月日：令和5年7月6日

・ 産業廃棄物の種類：廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・

                  　　コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、汚泥、

　紙くず、木くず、繊維くず

以上　８品目

・

　2ｔダンプ ：１台

　3ｔダンプ ：１台

　3.8ｔダンプ ：１台

９） 事 業 の 規 模

①設　　立： 平成2（1990）年6月5日

②資 本 金： 10百万円

③事業規模：

2019年 2020年 2021年

　 913 672 488

17 16 17

33 33 33

60 60 60

1000 1000 1000

444 208.31 126

１０） 事業年度　　

10月１日～翌年9月30日

１１） 認証・登録の対象範囲

活　　動：一般土木、とび・土工、ほ装工事業、産業廃棄物収集運搬

対象組織：本社、作業所　

資機材置場　　（　ｍ2 ）
産業廃棄物の収集運搬量
(ｔ)

活動規模

運搬車両の種類と台数

1  組織の概要

売　上　高　　（百万円）

従　業　員　　（　ｍ2 ）

事務所床面積　（　ｍ2 ）

倉庫床面積　　（　ｍ2 ）



　　事業の沿革

　　　昭和52年6月 静岡県裾野市に世和土木を設立し、土木事業を開始

　　　平成 2年6月 静岡県三島市に移転、社名を(有)世和土木に変更

　　　平成20年4月 静岡県の産業廃棄物収集運搬業の許可を取得

　　　平成26年１月 一般建設業：ほ装工事業許可追加

　　　　案内図

  



①　環境経営全般に対しての責任と権限
②　環境方針の作成と社員への周知
③　全体の評価と見直し
④　実施体制の構築
⑤　経営の課題とチャンスの明確化
①　環境経営活動の推進
②　環境目標及び環境計画の作成
③　環境経営推進会議の実施
④　経営者への進捗報告
①　各部門のデータのまとめ
②　活動計画の予実績管理
③　環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④　環境管理責任者補佐
⑤　法規制最新版管理
⑥　文書・記録の管理

各部門　 ①　環境計画の実施
②　月別部門データの集計
③　問題点の把握と是正の実施
④　推進会議の出席
⑤　従業員教育

＜環境管理組織における機能＞

経営責任者
見世　福治

環境管理責任者
見世　浩美

EA-21活動事務局
荒尾　純子

土木部：見世　真敏

見世　浩美

ＥＡ－２１活動事務局
（事務）

荒尾　純子

経理・総務部 土木部
（土木部長）

見世　浩美 見世　真敏

（代表取締役社長）

見世　福治

環境管理責任者
（監査役）

２　　実施体制
2022年4月１日　現在

経営責任者



　当社は、平成20年度「産業廃棄物収集運搬業」の事業を開始しました。

また、近年静岡県、三島市発注建設業元請工事率が増加してきている事もあり、より一層

企業としての社会的責任を果たすため、環境保全の意識を高め、資源循環型社会の構築に

全社員をあげて取り組みます。

１） 省資源・省エネルギー活動を推進し、ＣＯ２排出量の低減に努めます

２） 廃棄物の削減とリサイクル活動の推進を行います

３） 節水に努めます

４） 物品の購入はグリーン購入に努めます

５） 環境に優しい工事に努めます

６） 地球に迷惑をかけない安心安全工事を行います

７） 環境に関する法規制及び協定を遵守します

３　環境方針

　有限会社　世和土木

　代表取締役　見世福治

＜　環境方針　＞

制　　定：2009年9月28日　

改　　定：2014年5月19日　

最新改定：2022年9月30日　



２０２０年度 ２０２２年度 ２０２３年度

実績 目標 実績 評価 目標 目標

電力消費量 kWh 1,679 1,662 1,683 ○ 実績把握 実績把握

電力の二酸化炭素排出量 kg-CO2 796 788 760 ○ －２％ －３％

ガソリン消費量 L 17,437 17,263 19,848 × 実績把握 実績把握

ガソリンの二酸化炭素排出量 kg-CO2 40,454 40,049 46,048 × －２％ －３％

軽油消費量 L 140,519 139,114 37,168 ○ 実績把握 実績把握

軽油の二酸化炭素排出量 kg-CO2 362,541 358,915 95,893 ○ －２％ －３％

灯油消費量 L 2,526 2,501 296 ○ 実績把握 実績把握

灯油の二酸化炭素排出量 kg-CO2 5,610 5,554 737 ○ －２％ －３％

二酸化炭素排出量の合計 kg-CO2 409,400 405,306 144,925 ○ －２％ －３％

一般廃棄物 kg 90 89 184.5 × 実績把握 実績把握

産業廃棄物 ｔ 653.2 647 694.8 × 実績把握 実績把握

産業廃棄物再資源化率 ％ 99.4 98 97.2 ○ －２％ －３％

③ 水道水使用量削減 ｍ3 52.3 51.3 53.3 × 実績把握 実績把握

④ 環境に関するクレーム 件 0 0 0 ○ 0 0

※二酸化炭素係数 電　　力：0.452kg-CO2/kWh

【　評　　価　】

評　　価

次年度活動

評　　価

次年度活動

評　　価

次年度活動

評　　価

次年度活動

評　　価

次年度活動

４　環境目標及び実績

年度　 ２０２１年度

　項目

①

②

水 使 用 量

環境に関するクレーム

若干水使用量が増加してしまった。

節水活動は継続して実施するが、目標については見直し検討する。

環境にかんするクレームはゼロ件。

今後も継続的な活動を展開していく。

廃棄物の分別活動を行っているが、本年度は若干増加してしまった。

今後も継続的な活動を展開していく。
産 業 廃 棄 物

二 酸 化 炭 素
ガソリンがやや増加したが、軽油が削減となり、CO2は大幅に削減し目標達成。

今後も継続的な省エネ活動を展開していく。

事務所整理を行った為、廃棄物量は増量となった。
一 般 廃 棄 物

次年度活動継続。



１０～12月 1～3月 4～6月 6～9月

①　消灯の徹底　

荒尾　純子 ②　節電啓蒙表示確認

③　高効率照明機器の導入検討

①　温度設定夏27℃　冬20℃

②　クールビズ、ウォームビズ

③　フィルター定期清掃

④　使用していない部屋の空調停止

①　エコドライブ

②　エコ整備

③　日常・定期点検の実施

④　省エネ車の検討

⑤　燃費の検討

①　アイドリングストップ

②　省エネ重機の使用

③　燃費の検討

①　コピー用紙の両面使用

②　集約化購買

③　FAXのPDF化

④　３Rの実践

⑤　廃棄物の分別とリサイクル

①　廃棄物の分別化

②　分別ルート新規開拓

③　電子マニフェストの100％導入

④　仮設資材、用具のリユース化

①　節水表示確認

②　ストップガンの取り付け確認

①　環境ラベル対応品の購入

②　何回も使える物購入

①　間伐材使用バリケードの購入

②　リサイクル材の購入

特定工事 ①　特定工事での施工計画への反映

他 ②　創意工夫の提案

①　花いっぱい運動

②　近隣道路清掃

①　資材置場周辺の雑草は細めに処理する

②　環境に配慮し、除草剤散布は極力控える

地域貢献

廃棄物の
ﾘｻｲｸﾙ

事務所

建設副産物
のリサイクル

照明

乗用車
トラック

見世　浩美

成田　隆

ガソリン・軽油

荒尾　純子

各部長

成田　隆

空調

資材置場
環境美化

見世　福治

見世　真敏

影山　洋子

重機

影山　洋子

荒尾　純子

成田　隆

グリーン
購入

事務用品他

建設資材
設備

環境配慮
工事

上水節水

二酸化炭素の削減

購入電力

スケジュール

５　環境活動計画

目的 区分 項目 活動項目責任者



今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

①消灯の徹底　 ○ 掲示→徹底されている 継続実施

②節電啓蒙表示 ○ 実施された 継続実施

③高効率照明機器の導入検討 ○ 事務所については実施済み 継続検討

①温度設定夏27℃　冬20℃ ○ 安全協議会時説明 継続実施

②クールビズ、ウォームビズ ○ 安全協議会時説明 継続実施

③フィルター定期清掃 ○ 12月に実施 継続実施

④使用していない部屋の空調停止 ○ 徹底されている 継続実施

①自動販売機の省エネ対策 ○ 実施済 継続実施

①エコドライブ ○ 安全協議会時説明 継続実施

②エコ整備 ○ 安全協議会時説明 継続実施

③日常・定期点検の実施 ○ 安全協議会時説明 継続実施

④省エネ車の導入 ○ 省エネダンプ１台入れ替え 継続実施

⑤排ガス対応車の導入 ○ 安全協議会時説明 継続実施

⑥走行距離の把握 ○ 安全協議会時説明 継続実施

①アイドリングストップ ○ 安全協議会時説明 継続実施

②省エネ重機使用 ○ 安全協議会時説明 継続実施

③月次燃費の把握 ○ 安全協議会時説明 継続実施

①コピー用紙の両面使用 ○ メモ用紙使用 継続実施

②集約化購買 ○ 徹底されている 継続実施

③FAXのPDF化 ○ 徹底されている 継続実施

④３Rの実践 ○ 徹底されている 継続実施

⑤廃棄物の分別とリサイクル ○ 分別基準と実施 継続実施

①廃棄物の分別化 ○ 基準の作成と分別BOX設置 継続実施

②分別ルート新規開拓 ○ 建設副産物処理業者の相見積 継続実施

③電子マニフェストの100％導入 ○ 二子作業所、電子マニュに切り替え 継続実施

④仮設資材、用具のリユース化 ○ 徹底されている 継続実施

①節水表示 ○ 表示OK 継続実施

②ストップガンの取り付け ○ 設置済 継続実施

①環境ラベル対応品の購入 ○ エコマーク品の優先購入 継続実施

②何回も使える物購入 ○ ボールペン・他 継続実施

①間伐材使用バリケードの購入 ○ 施工計画反映 継続実施

②リサイクル材の購入 ○ ﾘｻｲｸﾙ材の優先購入　(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ杭他） 継続実施

①特定工事での施工計画反映 ○ 施工計画反映 継続実施（重点項目）

②環境配慮工事提案 ○ 創意・工夫提案採用5件 継続実施（重点項目）

①花いっぱい運動 ○ 花壇の整備 継続実施

②近隣道路清掃 ○ 月1回作業場前道路清掃 継続実施

６　環境活動計画の取り組み結果と
　　　　　　　その評価次年度の取り組み内容

二酸化炭素の削
減

照明

空調

廃棄物のリサイクル

活動項目
評　価

重機

目　的 項目

その他

乗用車
トラック・他

事業所
排出物

建設副産
物ﾘｻｲｸﾙ

環境配慮工事

地域貢献

節　水 上水

グリーン購入

事務用品

建設資材



令和4年度[第33-K3307-01号]一級河川沢地川緊急治水対策工事（護岸工）

施工終了後、河川洗堀防止のため巨石を運び並べた。

[地域貢献]

施工前 施工後 



　　1．環境関連法規の遵守状況
　　　　　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日

確認者

　　委託先の実地確認と記録の保存

　　　指定地域・時間帯規制

２．違反、訴訟等の有無
　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

2022年11月26日

見世　浩美

フロン排出抑制法
簡易点検と廃棄時指定業者への引き

渡し
建設機械（重機）エアコン２台

＊事務所エアコンは家庭用（対象外）

ＰＣリサイクル法

騒音・振動規制法
　　　特定作業規制

　　　地域住民との取り交わし

家電リサイクル法 指 定 家 電 の 収 集

静岡県産業廃棄物の適正
な処理に関する条例 ○

建設リサイクル法 建設副産物のリサイクル

循環型社会形成
推進基本法

３ Ｒ へ の 努 力

環境基本法

廃棄物等の内、有用な物の
循環的な利用を促進

地球温温暖化対策
推進法

温 室 効 果 ガ ス 抑 制 措 置

自動車
リサイクル法

引 取 業 者 へ の 引 渡 し リサイクル料金の支払い

浄化槽法

道路法、上下水道法、
河川法、建築基準法

工事基準の順守と所定の書類の提出

　　　浄 化 槽 使 用 開 始 届 け 現事業所移転時

工事業者登録と更新及び技術士設置 登録と５年ごとの更新建設業法

○

　　　保 守 点 検 の 実 施

Ｏ Ａ 機 器 の 収 集 パソコン・モニタ　他

3ヶ月に1度

自治体施策へ協力

１年に1度 対象外　　　定期検査 の 実 施

○

○

○

○

工事計画書・実績報告

三島市一般廃棄物
処理に関する条例

一 般 廃 棄 物 の
分 別 排 出

○

現地確認記録の保管

○
委 託 契 約

マ ニ フ ェ ス ト の 管 理 電子マニュ97％実施 ○

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 備考 遵守状況

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

廃 棄 物 処理業者 と の
契約（書）の締結

マ ニ フ ェ ス ト の 期 間 内 返 却 同上 ○

保 管 場 所 へ の 掲 示 60cm×60cm　以上掲示 ○

マ ニ フ ェ ス ト の 保 管 5年間 ○

８　環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

○

○

○
知 事（政令市市長） へ の 報 告

廃 棄 物 の 悪 臭 ・ 飛 散 防 止 保管時には留意する ○

マ ニ フ ェ ス ト の 年 間 集 計 と
電子マニュ100％実施

○

○

テレビ・冷蔵庫　他 ○

○

一 般 的 な 自 主 努 力



作成　 2023年4月12日

確認 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書 □ 記録・文書として作成した。

2 環境目標及び目標達成状況 □ 事業の拡大及び夏場の猛暑により目標未達成

3 環境活動計画及び取り組み実施状況 □ 継続して取り組む。

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 □ 特に問題なし。

5 外部コミュニケーション・対応記録 □ 特に問題なし。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 □ 別紙にて報告。

7 □ 別紙報告の通り

8 その他（                                            ） □

また混合廃棄物についても分別が徹底され大幅削減できた。

以上によりシステムの有効性、目標の妥当性は有りと判断しました。

＜指示項目＞

方針、活動計画、実施体制は継続の指示をした。

環境目標については、3年ごとの切り替えにあたるため2020年度を基準に目標を見直しを実施する。

有限会社　世和土木

代表取締役　  見世　福治

見直し項目
変更の必

要性

1 環境方針 有・無

2 環境目標 有・無

3 環境活動計画 有・無

4 環境に関する組織 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他（外部への対応） 有・無

９　代表者による全体評価と見直し結果

項    目

１
・
見
直
し
関
連
情
報

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部
動向

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

省エネ重機の導入や省エネ車導入、省エネ活動の結果、総量・原単位も二酸化炭素は大幅削
減できた

2023年4月12日

「有」の場合の指示事項等

✔ 

✔ 

 

    

✔ 

 ✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

 



　　〈緊急時対策〉

　　　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を

　　円滑に行うこと・可能な範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。

　　更に、緊急事態の発生や、訓練の後、対応の評価と改善策を行う。

パターン 法面の崩落 重機の操作ミス 緊急連絡網の整備
1 豪雨等による発生

（固定用杭の常設）

パターン 工事現場における 大雨対応

2 異常気象、地震対応

に移動し、
避難場所に避難
津波警報
避難場所に避難

訓練日

①声かけの重要性

②作業前機械などの安全確認

③側面積み上げの防止

参加者

※訓練結果 　流れ作業の様になっている面が見受けられたので、反省点として周知した。

訓練日

①建設現場緊急避難先の確認

②警報時での安全作業の確認

③非難経路の確認

参加者

※訓練結果 　過去の北伊豆地震から学ぶ自主防災活動等大変有意義であった。

原因 対処　・　訓練等

環境上の緊急対策

ブルーシート等によ
る養生

想定される緊急時の状況

大雨や地震に
よる津波

警報が出た場合
重機を安全な場所

想定の
パターン

想定される緊急事態 原因 対応策

対処　・　訓練等

2022/12/9
地震・異常気象による
工事現場での災害

地震や以上気象における
災害

元請工事
都度

不注意による人的災害工事現場での災害

取締役１名・監督２名 地域防災研修会

全従業員

想定される緊急時の状況 原因

----訓練記録---- 



　環境コミュニケーション受付表

作成・管理担当：
住所

連絡先

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

電話・メール

（　　　　　　）

必要・不要

6 ／

7 ／ 対策・苦情

対策・苦情 必要・不要

8 ／ 対策・苦情 必要・不要

／ 対策・苦情

必要・不要

2 ／

必要・不要

4 ／ 対策・苦情

3 ／ 対策・苦情 必要・不要

5

必要・不要

回答の
必要性

対策・苦情

対応内容

1 ／ 対策・苦情 必要・不要

NO.
情報
入手日

情報
種類

通報者 通報方法 内容

必要・不要

6 ／ 対策・苦情 必要・不要

5 ／ 対策・苦情

期間中クレーム無 


